
 
登場人物の気持ちを考えて、表現できる子。 

 

 

（１）自ら学びに向かうための工夫 

 ①児童が主体的に学ぶための工夫 
・学習のゴールを「おおきなかぶげきじょうをひらこう」と設定し、みんなで学習計画を 

立てる。 

・動作化や劇遊びを取り入れることで、登場人物の行動や台詞を考えさせる。  

・挿絵を活用し、登場人物を確認させたり、話の順に並べ替えさせたりする。 

 ②見通しをもって学ぶための工夫 
・児童が掲示物を見て既習事項を捉え、本時のめあてを教師と 

  一緒に考え、１時間の見通しをもたせる。 

・児童が学ぶことに興味や関心をもち、毎時間、見通しをも 

  ちながら粘り強く取り組めるように、毎時間の最後には、自   

らの学習の振り返りを行い、次時の学習につなげる。 

③児童の発想を膨らませるための工夫 
 ・工夫した動きや台詞を考えられるよう、話し合いの視点 

    を提示する。 

・大きなかぶの具体物を準備して、台詞や動きなどの発想を膨    

らませられるようにする。 

  ・登場人物の言動から、自分達で台詞や動きを考えさせること   

  で発想を膨らませられるようにする。 

 

（２）対話的に学ぶための工夫 
〇対話の目的…表現の幅を広げるために、同じ役同士で交流する。 

〇対話の形態…３～４人グループで、話し合う。 

獲得語彙数の多い児童と少ない児童を均等に配置したグループを設定し、対話が円滑に 

行えるようにする。また、各グループに２人は積極的に話を切り出せる児童がいると、対

話も有効となってくるため、その面も考慮し、全員が参加しやすい３～４人グループとす

る。また、グルーピングの種類を変える。前時では発表会のグループで話し合わせ、本時

では同じ役のグループで話し合わせることにより、お互いの工夫の良さを伝え合うと、よ

り自分と友達の音読の比較が明確になると思われる。  

 

 

研究主題に迫る手だて 

本単元における自ら学びに向かう児童の姿 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


